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X線天文衛星代替機 (X-ray Astronomy Recovery Mission; XARM)に搭載される Resolveは、50 mK の極低温
で動作する 6×6ピクセルのマイクロカロリメータと、5.6 m の焦点距離の多重薄板 X線望遠鏡で構成される。
XARMは「ひとみ」の代替機であり、日米欧の国際協力で開発が進められている。Resolveは、「ひとみ」Soft
X-ray Spectrometer (SXS)と Soft X-ray Telescope (SXT)の再製作を基本とするが、「ひとみ」の教訓を元に、
いくつかの設計変更も行う。2017年 11月に、NASA担当であるマイクロカロリメータ検出器、断熱消磁冷凍機、
それらの制御機器の詳細設計審査が実施され、FM製作が開始されている。日本では、液体Heデュワ周辺の設計
変更箇所の洗い出しと、BBMによる要素試験を開始している。この講演では、Resolve の開発の現状を報告する。


